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財
団
法
人
国
策
研
究
会
理
事
長
の
手
紙
が
北
海
道
サ
ミ
ッ
ト
に
及
ぼ
す
影
響
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

「
諸
君
！
」
二
〇
〇
七
年
八
月
号
の
五
十
六
頁
か
ら
六
十
八
頁
に
か
け
て
、
「
〈
拉
致
さ
れ
た
国
土
・
北
方
四
島
〉
を
諦

め
て
な
る
も
の
か
！

漁
師
銃
殺
事
件
か
ら
一
年
。
『
プ
ー
チ
ン
後
』
を
見
据
え
、
日
本
は
積
極
、
果
敢
に
行
動
を
開
始
せ

よ
」
と
の
見
出
し
で
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
上
坂
冬
子
氏
、
新
井
弘
一
財
団
法
人
国
策
研
究
会
理
事
長
（
以
下
、

「
新
井
氏
」
と
い
う
。
）
、
長
谷
川
俊
輔
根
室
市
長
の
対
談
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
「
諸
君
記
事
」
の
六
十
八
頁

に
、
「
新
井
氏
」
の
発
言
と
し
て
、
「
二
月
に
、
私
が
関
係
す
る
国
策
研
究
会
に
、
中
川
昭
一
政
調
会
長
を
お
呼
び
し
ま
し

た
。
聞
け
ば
、
中
川
さ
ん
は
、
そ
の
す
ぐ
後
に
、
首
相
官
邸
で
安
倍
さ
ん
と
会
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

こ
れ
は
良
い
機
会
と
思
い
、
中
川
さ
ん
に
手
紙
を
託
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
�
来
年
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
ぜ
ひ
北
海

道
の
洞
爺
湖
で
開
い
て
く
だ
さ
い
�
と
い
う
も
の
で
す
。
洞
爺
湖
な
ら
、
各
国
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
も
北
海
道
の
事
情
を
多
少

な
り
と
も
勉
強
し
て
く
る
で
し
ょ
う
し
、
そ
う
す
れ
ば
北
方
領
土
問
題
は
避
け
て
通
れ
な
い
は
ず
で
す
。
か
つ
て
の
『
ベ
ル

リ
ン
の
壁
』
と
同
じ
も
の
が
根
室
沖
に
厳
存
す
る
わ
け
で
す
か
ら
。
世
界
に
向
け
『
北
方
領
土
』
を
発
信
す
る
、
ま
た
と
な

い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
中
川
さ
ん
が
手
紙
を
ど
う
処
理
さ
れ
た
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
洞
爺
湖
に
決
ま
っ
て
喜
ん
で
い
ま
す
よ
。

こ
の
機
会
を
決
し
て
む
だ
に
せ
ず
、
攻
め
に
転
じ
る
気
概
を
持
た
な
け
れ
ば
。
」
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
を
政
府
は
承
知
し

一



て
い
る
か
。

二

一
の
記
述
に
あ
る
、
「
新
井
氏
」
か
ら
中
川
昭
一
政
調
会
長
に
託
さ
れ
た
手
紙
（
以
下
、
「
手
紙
」
と
い
う
。
）
を
安
倍

首
相
は
読
ん
だ
か
。

三

二
〇
〇
八
年
の
サ
ミ
ッ
ト
開
催
地
が
北
海
道
の
洞
爺
湖
に
決
定
す
る
経
緯
に
、
「
手
紙
」
が
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
た

と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。

四

一
の
記
述
で
「
新
井
氏
」
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
北
海
道
洞
爺
湖
で
サ
ミ
ッ
ト
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
、
北
方
領
土
問
題

を
世
界
に
向
け
て
発
信
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
政
府
は
認
識
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


